(別添様式１)
平成24年度当初予算　　　支出科目　款：農林水産業費　項：農業費　目：農業振興費

	事業名:環境保全型農業直接支援対策事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　　　　　農政部　農産園芸課　クリーン農業担当　電話番号：058-272-1111（内2664）

　　　　　　　　　　　E-mail：c11423@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：21,500千円（前年度予算額：22,770千円）

	事業内容


	１　事業の内容


化学肥料・化学合成農薬の低減に加えて、地球温暖化等に効果の高い営農活動を推進することで県土環境の保全と県民に信頼される環境保全型農業の普及を図る。
(１)農業者等が化学肥料・化学合成農薬の使用量を原則５割削減したうえで、地球温暖
化防止や生物多様性保全に効果の高い営農活動に取組む場合、取組面積に応じて支
援する。
(２)環境保全型農業直接支援対策の推進にかかる市町村の経費を支援する。

　　・農業者等から提出される書類の確認
　　・ほ場巡回による作付確認
　　・農業共済細目書及び農地基本台帳等による面積確認
(３)県による環境保全型農業直接支援対策の推進指導を実施する。
　　・市町村から送付される書類の確認
　　・技術的な確認
　　・生産者からのヒアリング調査
	２　所要経費


(１)環境保全型農業の支援　20,000
(２)環境保全型農業直接支援対策の推進にかかる市町村経費の支援　750
(３)県による環境保全型農業直接支援対策の推進指導　750
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


Ⅱ　ふるさと岐阜県の資源を活かした活力づくり
　２儲かる農業・林業・畜産業を実現し、持続可能な農山村をつくる

　・化学農薬や化学肥料の使用を抑えたぎふクリーン農業など、環境負荷軽減を考慮し
た環境保全型農業を推進する
	２　これまでの取組状況


　環境保全型農業の支援施策として、平成19年度から化学肥料、化学合成農薬を原則５割以上削減した営農活動に対して支援を行う農地・水・環境保全向上対策（営農活動支援）が実施され、平成２３年からは、地球温暖化対策や生物多様性保全に効果の高い取組を加えた営農活動に対して支援を実施した。
	３　これまでの取組に対する評価


　県民の環境保全に対する意識が高まる中で、化学肥料・化学合成農薬の削減に加え、地球温暖化防止等より環境保全効果の高い営農活動の普及、拡大を図ることができた。
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
予算額
	22,770
	1,500
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	21,270

	要求額
	21,500
	1,500
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	20,000

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


